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複雑 性尿路 感染症 に対 す るCefamandoleの 使用経 験
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長崎大学医学部泌尿器科学教室

(主任:近 藤 厚教授)

新しいセファロスポリン系抗生剤であるCefamandole(CMD)を,昭 和52年10月 か ら昭和53

年2月 までに長崎大学泌尿器科に入院した患者のうち,複 雑性尿路感染症を有する29～78才 までの

女性4例,男 性9例 の合計13例 に投与した、,投与方法はCMD1gを1日3回 筋注,ま たは

1日2～3回 静注にて3～5口 間使用した。臨床効果は有効5例 ,無 効8例 で,有 効率は38.5%

であった。

副作用は,筋 注時に注射部位の一過性の疼痛2例 と軽度のBUN,Creatinineの 一過性の上昇1

例を認めたほかは,異 常を認めなかった、

泌尿器科領域における複雑性尿路感染症に対す る 治療は,我

泌々尿器科医が常日頃苦労してい る問題の一 つであり,ど のよ

うな薬剤を使用 して も基礎疾患を改善 しないかぎり,尿 路感染

症を治癒するのは困難であることが多い、 そのため,必 然的に

長期間にわたる抗生物 質の投与が行 なわれ る.し たが って,使

用する抗生物質は腎毒性がな く,そ の他の副作用が少 ないもの

が望まれるわけである。

最近,新 しいCephalosporin系 抗生剤 であるCefamandole

(CMD)が 開発された。CMDの 構造式はFig.1に 示す とお り

で,グ ラム陽性菌のみな らず,グ ラム陰性 桿菌 にも抗菌作用を

Fig. 1 Chemical structure of CMD

持ち,特にEnterobacter,Citrebaeter,Proteusに 強い抗

菌力を持っている1)。今回,我 々はCMDを 臨床的に使用する

機会を得たので,そ の結果を以下に報告する。

対 象

昭和52年10月 か ら昭和53年2月 までに長崎大

学泌尿器科に入院した患者のうち,複 雑性尿路感染症を

有するものを対象とした。

その内訳はTable1に 示 すとおりで,年 令は29才

から78才 まで,女 性4例 ,男 性9例 の合計13例 で

あった。診断は腎盂腎炎3例 ,膀 胱炎10例 で,基 礎

疾患は腎結石,神 経因性膀胱,前 立腺肥大症,腎 盂 腫

瘍,陰 茎腫瘍が各1例 ,水 腎症,膀 胱腫瘍が各2例,

前立腺癌が4例 であった。なお症例1,2,11,12を

除いた9例 は留置 カテーテル施行中のものであった
。

尿 中分 離 菌 は,Serrtia marcescens8株,Enterobac-

tercleaeae2株,Morganella morganii3株 ,Pseudomo-

nas aeraginosa2株 ,Proteus retigeri2株,Proteus

vulgaris3株,Proteus mirabilis1株 ,Escherichia coli

1株 で あ った。 以 上 の 尿 中分 離 菌 の うち ,CMDに 感 受

性 の あ っ た もの はMorganella morganiiの2株,Pro-

teus rettgeriの2株,Proteus vulgarisの1株 お よ び

Escherichia coliの1株 で あ り,そ の 他 はCMDに 対

して耐 性 で あ った。 また,13例 中8例 が 混 合感 染 で あ

った。

投与方法および投与期間

筋注および静注法にて投与した、筋注は,CMD1g

を リドカイン溶解液を用いて朝,昼,夕 の1日3回,

静注は,CMD1gを20%糖 液20m1に 溶解 して朝,

夕または朝,昼,夕 の1日2回 または3回 施行した。

投与期間は症例1,2が3日 間,他 は5日 間施行した。

なお,CMD投 与中は他の抗生物質は併用しなかった.

効果判定基準

臨床効果判定はUTI薬 効 評価基準に従って行なっ

た2)。

成 績

成績はTable 1に 示すとおりで,全 症例13例 中著

効0,有 効5例,無 効8例 で有効率38.5%で あった。

筋注例では有効3例,無 効5例,静 注例では有効2例,

無効3例 で両者間に大した差はなかった。 尿道留 置

カテーテルの症例では9例 中2例 に有効であったが,

非留置カテーテルの症例では4例 中3例 に有効であっ

た。
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Fig. 2 Laboratory findings

尿中分離菌の推移をみると,菌 消失1例(症 例1),

菌数減少2例(症 例7,11),菌 交代3例(症 例3,

4,5)で あった。

副 作 用

症例1,2は 注射部位の疼痛を訴えたが,一 過性のも

のであった。

投与前後の血液一般(RBC,WBC),肝 機能(GOT,

GPT),腎 機能(BUN,Creatinine)の 検査では,1例

にBUN,Creatinineの 一過性の軽度上昇を認めたほか

は著変がなかった(Fig.2)。

考 按

単純性尿路感染症の場合には治療上ほとんど問題とな

るものはないが,複 雑性尿路感染症の治療はいろいろと

問題が多い。基礎疾患を有するものや尿道留置カテーテ

ル施行中のものは感染の機会が多 く,一 度感染をおこす

と混合感染や菌交代現象を生 じて難治性になる0そ のた

め,長 期間の抗生物質の投与が必要となり,使 用する薬

剤は広範囲スペクトラムで腎毒性その他の副作用のない

ものが要求される。

今回,複 雑性尿路感染症に対してCMDを 使用 して

みて,13例 中有効5例,無 効8例 で,有 効率38.5%

と比 較 的満 足 の ゆ く臨 床効 果 で あ った 。

また,13例 中8例 が混 合 感染 で,尿 中分 離 菌 の推 移

を み る と,菌 交 代3例,菌 数 減 少2例 で,菌 消失 は

1例 の み で あ った0さ らにOMDに 耐 性 のSerrηtia

mamscensやPseudomonas aemg伽osaが 多 い こと も

特 長で あ っ た。

この ことか ら,複 雑性 尿路 感 染症 の 場 合 に は,基 礎 疾

患を 改 善 し 尿道 留置 カテ ー テル を 除去 しな いか ぎ り,薬

剤 投 与 量 を増 量 して も必ず し も臨床 効 果 が よ くな る もの

で はな い よ うに思 われ る。 以 上 の点 を 考 慮 すれ ば,今 回

の結 果 は妥 当な成 績 と考 え られ 。

副 作用 と して は,注 射部 位 の 疹痛 を 訴え る もの が あ っ

たが,一 過 性 で あ った 。 ま た,血 液生 化 学 検査 で も,1

例 に軽度 のBUN,Creatinineの 一過 性 上 昇 を認 め た ほ

か は異 常 は 認 め られ なか った。
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Thirteen patients suffering from complicated urinary tract infections were treated with cefamandole.

Cefamandole was administered in dosis of 3.0 g/day intramuscularly and 2,0 g/day or 3,0 g/day intrave-

nously for 3 to 5 days.

Out of 13 patients, good clinical response was seen in 5 patients (38.5%). As side effects of the

drug, local pain on intramuscular injection site in 2 cases, and slight transient elevation of BUN and

creatinine in one case were observed.


